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1
　
は
じ
め
に
 

 国
民
の
価
値
観
が
多
様
化
す
る
中
、
健
康

志
向
、
環
境
意
識
の
高
ま
り
、
団
塊
世
代
の

大
量
リ
タ
イ
ア
な
ど
を
背
景
に
し
た
、
新
し

い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
へ
の
関
心
や
期
待
が
高

ま
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
動
き
に
対
応
す
る

た
め
、
都
市
と
農
山
漁
村
の
間
で
「
人
・
も

の
・
情
報
」
の
行
き
来
を
活
発
に
す
る
こ
と

に
よ
り
、
人
々
が
都
市
と
農
山
漁
村
を
双
方

向
で
行
き
交
う
新
た
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の

実
現
を
目
的
と
し
た
「
都
市
と
農
山
漁
村
の

共
生
･
対
流
」
が
政
府
に
よ
り
推
進
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
農
山
漁
村
地
域
に
お

い
て
、
滞
在
者
・
居
住
者
の
増
加
に
よ
る
活

性
化
が
期
待
さ
れ
て
お
り
、
農
林
水
産
省
は

関
係
省
庁
と
連
携
の
う
え
農
村
活
性
化
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
各
種
施
策
が
実
施
さ
れ
て

い
る
。 

本
研
究
は
、
都
市
と
農
山
漁
村
の
共
生
・

対
流
に
よ
る
地
域
へ
の
経
済
効
果
や
実
施
上

の
課
題
を
明
ら
か
に
し
、
農
山
漁
村
地
域
に

お
け
る
居
住
者
・
滞
在
者
を
増
加
さ
せ
る
各

種
施
策
推
進
の
た
め
に
必
要
な
基
礎
資
料
を

提
供
す
る
た
め
に
、
平
成
１９
年
度
に
実
施
し

た
も
の
で
あ
る
。 

  2
　
研
究
対
象
と
推
計
方
法
 

 
（１）　  
　
研
究
対
象
 

 農
山
漁
村
地
域
に
お
け
る
滞
在
者
・
居
住

者
は
、
そ
の
滞
在
・
居
住
期
間
に
よ
っ
て
①

一
時
滞
在
、
②
定
住
、
③
二
地
域
居
住
の
三

つ
の
形
態
に
区
分
で
き
る
。
そ
れ
ら
の
直
接

経
済
効
果
を
推
計
す
る
た
め
に
支
出
と
そ
の

帰
属
先
に
つ
い
て
、
第
１
図
の
よ
う
に
整
理

し
た
　（１）

。
取
組
へ
の
支
出
は
消
費
支
出
と
建

設
投
資
が
あ
り
、
そ
の
支
払
い
内
容
に
応
じ

て
、
支
払
者
が
取
組
の
実
践
者
と
行
政
、
支
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第4図　飯田市周辺における体験受入状況の推移（平成19年は見込み） 

第3図　調査事例の位置 
（兵庫県多可町） 

第2図　調査事例の位置 
（長野県飯田市、中川村） 

都市と農山漁村の共生･対流の 
農山漁村地域への効果分析 

出
先
が
農
村
部
と
都
市
部
等
に
そ
れ
ぞ
れ
分

け
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
農
山

漁
村
地
域
へ
の
効
果
を
把
握
す
る
た
め
に
、

農
村
部
へ
の
支
出
分
を
推
計
し
た
。 

（２）　  
　
推
計
方
法
 

 三
つ
の
形
態
に
関
し
て
、
事
例
に
お
け
る

経
済
効
果
を
試
算
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
を

踏
ま
え
て
全
国
ベ
ー
ス
で
の
試
算
を
行
っ
た
。

全
国
ベ
ー
ス
の
試
算
は
、
①
一
時
滞
在
に
関

し
て
は
、
平
成
２０
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
て
い

る
小
学
生
の
農
山
漁
村
体
験
を
進
め
る
「
子

ど
も
農
山
漁
村
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
開

始
に
鑑
み
て
、
修
学
旅
行
に
お
け
る
農
山
漁

村
宿
泊
体
験
活
動
を
対
象
に
全
国
の
小
中
高

校
生
数
を
用
い
た
試
算
、
②
定
住
、
③
二
地

域
居
住
に
関
し
て
は
、
農
村
活
性
化
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
掲
げ
る
政
策
目
標
で
あ
る
農
山
漁

村
へ
の
定
住
者
１
５
０
万
人
増
（
平
成
２８
年

度
）、
二
地
域
居
住
者
３
０
０
万
人
増
（
平

成
２８
年
度
）
を
用
い
た
。 

  

3
　
実
態
調
査
結
果
 

 
（１）　  
　
調
査
地
区
の
選
定
 

 共
生
･
対
流
に
先
進
的
に
取
組
成
果
を
上

げ
て
い
る
地
域
を
三
つ
の
形
態
ご
と
に
次
の

と
お
り
選
定
し
現
地
調
査
を
実
施
し
た
。 

①
滞
在
型
体
験
に
つ
い
て
は
、
小
中
高
校
生

の
修
学
旅
行
、
体
験
宿
泊
の
受
入
に
平
成

８
年
度
よ
り
取
り
組
ん
で
い
る
長
野
県
飯

田
市
（
第
2
図
） 

②
定
住
に
つ
い
て
は
、

Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
者
に

対
し
て
就
職
及
び

住
宅
情
報
の
提
供

を
行
っ
て
い
る
飯

田
市
及
び
分
譲
地

を
建
設
し
て
い
る

長
野
県
上
伊
那
郡

中
川
村
（
同
上
図
） 

③
二
地
域
居
住
に
つ

い
て
は
、
平
成
３

年
度
か
ら
滞
在
型

市
民
農
園
（
ク
ラ

イ
ン
ガ
ル
テ
ン
）

を
建
設
、
運
営
し

て
い
る
兵
庫
県
多

可
郡
多
可
町
（
第

3
図
） 

な
お
、
飯
田
市
と

多
可
町
（
旧
八
千
代

町
）
は
そ
れ
ぞ
れ
第

１
回
（
平
成
１５
年
度
）、

第
２
回
（
平
成
１６
年
度
）
の
オ
ー
ラ
イ
！
ニ

ッ
ポ
ン
大
賞
グ
ラ
ン
プ
リ
（
内
閣
総
理
大
臣

賞
）
の
受
賞
地
区
で
あ
る
　（２）
。 

（２）　  
　
調
査
結
果
 

 １）　  

　滞
在
型
体
験
 

 ①
取
組
の
概
要
 

飯
田
市
観
光
課
を
中
心
に
、
平
成
８
年
度

に
中
学
校
３
校
の
受
入
を
契
機
と
し
て
、
体

験
宿
泊
の
取
組
が
開
始
さ
れ
た
。
そ
の
後
、

受
入
数
が
増
加
し
、
こ
れ
に
伴
い
受
入
農
家

が
飯
田
市
域
を
超
え
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

か
ら
、
平
成
１３
年
に
地
元
関
係
市
町
村
及
び

民
間
企
業
等
か
ら
の
出
資
に
よ
り
南
信
州
観

光
公
社
が
設
立
さ
れ
（
現
在
、
長
野
県
南
部

の
下
伊
那
１４
市
町
村
と
民
間
企
業
等
１８
団
体

が
参
画
）、
飯
田
市
よ
り
業
務
を
移
管
さ
れ

る
。 同

公
社
の
受
入
状
況
の
推
移
を
第
4
図
に

示
す
。
同
公
社
は
、
広
域
で
１
６
０
の
体
験

プ
ロ
グ
ラ
ム
（
農
家
指
導
の
も
と
で
の
田
植

え
、
草
刈
、
摘
果
（
花
）、
収
穫
、
五
平
餅

作
り
、
酪
農
、
ま
き
割
り
、
炭
焼
き
、
わ
ら

細
工
等
他
）
を
実
施
し
て
お
り
、
宿
泊
体
験

受
入
は
、
修
学
旅
行
２
泊
の
う
ち
１
泊
を
地

域
内
の
旅
館
等
に
宿
泊
し
、
１
泊
を
農
家
で

の
体
験
宿
泊
と
し
、
生
徒
４
人
１
組
で
農
家

に
宿
泊
し
、
農
業
体
験
等
を
実
施
す
る
も
の

で
、
受
入
農
家
は
簡
易
宿
所
の
許
可
を
取
得

し
、
夕
食
は
生
徒
が
調
理
に
参
加
す
る
体
験

と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。 

公
社
の
業
務
は
、
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
作

成
、
受
入
農
家
の
手
配
、
宿
泊
生
徒
の
農
家
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第1表　滞在型体験の直接効果事例（長野県飯田市） へ
の
紹
介
等
各
種
連
絡
、
段
取
り
、
緊
急
時

の
対
応
等
を
行
い
、
学
校
は
旅
行
代
理
店
を

通
じ
て
南
信
州
観
光
公
社
に
体
験
宿
泊
を
申

し
込
む
。
こ
の
他
、
先
進
地
域
と
し
て
、
視

察
研
修
の
受
入
や
、
全
国
各
地
へ
の
講
演
等

を
行
っ
て
い
る
。
公
社
の
組
織
体
制
は
、
代

表
取
締
役
１
名
、
取
締
役
１
名
、
正
社
員
１

名
、
契
約
社
員
２
名
、
広
域
連
合
派
遣
１
名
、

飯
田
市
役
所
２
名
の
ほ
か
、
研
修
生
（
他
の

市
町
村
等
か
ら
の
先
進
地
研
修
）
か
ら
な
り
、

こ
の
体
制
と
現
在
の
受
入
規
模
で
、
公
社
の

経
営
と
業
務
量

は
丁
度
均
衡
し

て
い
る
と
の
こ

と
で
あ
っ
た
。 

 ②
支
出
単
価
等
 

受
入
農
家
６

戸
の
調
査
結
果

に
よ
る
と
、
農

家
へ
１
人
当
た

り
８
千
円
（
宿

泊
謝
金
１
泊
５

千
円
、
体
験
料

３
千
円
（
半
日

体
験
１，
５
０

０
円
を
１
日
目

午
後
と
２
日
目

午
前
の
２
回
実

施
））、
南
信
州

観
光
公
社
へ
１

人
当
た
り
２
千

円
、
の
ほ
か
移

動
の
た
め
の
交

通
費
等
が
支
出
さ
れ
て
い
る
。 

受
入
農
家
の
支
出
は
、
朝
夕
の
食
材
費
が

中
心
で
、
ほ
か
に
風
呂
（
温
泉
施
設
利
用
）

代
、
写
真
代
、
生
徒
の
手
入
れ
し
た
果
物
の

送
料
、
通
信
費
等
で
あ
る
。
食
材
費
は
、
食

事
内
容
、
食
材
の
自
給
割
合
に
よ
り
農
家
間

で
相
違
が
あ
る
。
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
焼
肉
が

多
く
、
地
域
内
商
店
か
ら
の
食
材
購
入
で
４

人
１
組
に
平
均
約
３
千
円
か
か
っ
て
い
る
。

受
入
開
始
に
あ
た
り
、
生
徒
か
ら
不
公
平
感

を
持
た
れ
な
い
よ
う
に
と
の
配
慮
を
し
た
集

落
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
農
家
は
現
状
の

家
屋
を
そ
の
ま
ま
利
用
し
て
お
り
、
受
入
の

た
め
の
新
た
な
投
資
は
あ
ま
り
行
わ
れ
て
い

な
い
。
体
験
に
か
か
る
資
材
等
の
コ
ス
ト
は

低
い
が
、
農
作
業
等
の
体
験
活
動
の
あ
い
だ

は
、
指
導
監
督
の
た
め
農
家
が
付
き
っ
き
り

で
面
倒
を
み
て
い
る
。 

 
③
直
接
効
果
 

農
家
へ
の
支
払
い
は
、
１
泊
２
日
、
１
人

当
た
り
８
千
円
で
あ
り
、
受
入
農
家
４
０
０

戸
が
年
間
に
受
入
可
能
な
生
徒
数
を
１
６，

０
０
０
人
と
し
て
、
合
計
１
億
２８
百
万
円
が

受
入
農
家
に
支
払
わ
れ
る
。
受
入
農
家
１
戸

の
平
均
受
け
取
り
額
は
３２
万
円
と
な
る
。
さ

ら
に
南
信
州
観
光
公
社
へ
３２
百
万
円
支
払
わ

れ
、
合
計
１
・
６
億
円
が
地
域
へ
の
直
接
効

果
と
な
る
（
第
１
表
）　（３）
。 

 ④
地
元
へ
の
波
及
効
果
 

子
ど
も
た
ち
を
受
け
入
れ
た
農
家
の
感
想

と
し
て
、
子
ど
も
の
喜
ぶ
姿
を
見
る
こ
と
が

楽
し
く
感
じ
ら
れ
、
受
入
農
家
だ
け
で
な
く

地
域
全
体
が
元
気
に
な
る
と
い
っ
た
意
見
が

共
通
し
て
お
り
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
際
の
受
入

農
家
が
楽
し
そ
う
に
語
ら
れ
る
様
子
か
ら
も

精
神
的
な
地
域
活
性
化
の
効
果
は
高
い
と
言

え
る
。 

 
⑤
課
題
 

農
家
の
貴
重
な
現
金
収
入
で
あ
り
、
受
入

を
増
や
し
た
い
農
家
が
あ
っ
て
も
、
修
学
旅

行
期
間
が
５
月
中
旬
か
ら
６
月
中
旬
に
集
中

し
て
い
る
た
め
（
中
学
校
の
場
合
、
３
年
生

の
春
に
７７
・
４
％
が
集
中
）、
１
農
家
当
た

り
の
受
入
回
数
は
制
約
さ
れ
て
し
ま
う
。
ま

た
、
夕
食
に
か
か
る
コ
ス
ト
は
、
農
家
に
よ

り
大
差
が
あ
り
、
自
家
製
野
菜
が
少
な
い
時

期
に
も
一
律
、
野
菜
を
購
入
し
た
り
、
焼
き

肉
用
牛
肉
に
経
費
を
か
け
た
り
と
、
メ
ニ
ュ

ー
設
定
と
購
入
食
材
コ
ス
ト
の
再
検
討
も
必

要
と
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
コ
ロ
ッ
ケ
の

よ
う
に
食
材
に
経
費
を
か
け
ず
と
も
、
生
徒

た
ち
は
自
分
自
身
で
作
る
こ
と
に
意
義
を
見

出
し
、
感
動
を
与
え
て
い
る
と
の
話
も
あ
っ

た
。  

２）　 
　
定
住
 

 ①
取
組
の
概
要
 

飯
田
市
で
は
、
平
成
９
年
度
か
ら
Ｕ
Ｉ
タ

ー
ン
に
取
り
組
み
始
め
、
平
成
１８
年
度
に
は

専
任
部
署
で
あ
る
結
い
（
Ｕ
Ｉ
）
タ
ー
ン
・

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
室
を
設
置
し
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
と
の
連
携
、
無
料
職
業
紹
介
事
業
に

よ
る
就
職
情
報
の
提
供
、
市
営
･
民
間
ア
パ

ー
ト
、
空
き
家
な
ど
に
関
す
る
住
宅
情
報
の

提
供
、
定
住
者
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
実

施
し
て
い
る
。
平
成
１９
年
５
月
時
点
で
、
相

談
件
数
２
５
３
件
中
３５
世
帯
５８
人
が
定
住
し

て
い
る
。 

中
川
村
で
は
、
昭
和
５０
年
代
か
ら
公
営
住

宅
を
建
設
し
、
昭
和
６３
年
度
か
ら
村
内
３
カ

所
に
順
次
、
宅
地
分
譲
地
の
建
設
（
全
１
６

６
区
画
、
１
区
画
１
０
０
〜
１
４
０
坪
、
価

格
５
万
円
／
坪
前
後
）
及
び
若
者
向
け
専
用

賃
貸
住
宅
の
建
設
（
２２
世
帯
分
）
を
行
う
こ

と
に
よ
り
、
定
住
者
を
受
け
入
れ
て
い
る
。

民
家
の
空
き
家
は
あ
る
が
（
約
６０
軒
）、
貸

す
者
は
少
な
く
、
村
の
関
与
に
よ
る
空
き
家

活
用
事
例
は
５
軒
で
あ
る
。
住
宅
に
関
す
る

情
報
は
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て

い
る
。 

 
②
支
出
単
価
等
 

定
住
者
９
世
帯
へ
の
聞
き
取
り
調
査
結
果

に
よ
る
と
、
１
世
帯
当
た
り
平
均
年
間
消
費

支
出
は
２
７
２
万
円
で
あ
る
。
住
居
（
新
築
・

中
古
）
取
得
費
用
は
、
飯
田
市
で
は
新
築
・

中
古
の
平
均
で
約
１０
百
万
円
、
中
川
村
で
は

新
築
で
あ
る
の
で
平
均
約
３４
百
万
円
と
な
っ

て
い
る
。 

 
③
直
接
効
果
 

家
計
消
費
支
出
に
つ
い
て
は
、
１
世
帯
当

た
り
平
均
年
間
消
費
支
出
を
２
７
２
万
円
、

定
住
世
帯
数
を
飯
田
市
３５
世
帯
、
中
川
村
１

１
７
世
帯
（
分
譲
地
、
賃
貸
住
宅
へ
の
居
住

世
帯
の
２
／
３
、
民
間
借
家
５
の
す
べ
て
を

村
外
か
ら
の
定
住
者
と
仮
定
）、
合
計
１
４

５
世
帯
と
す
る
と
、
年
間
家
計
消
費
支
出
は
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地域 

 

飯田市 

 

中川村 

支出区分 
 

消費支出 

住宅取得 

消費支出 

住宅取得 

世帯数 
 

３５ 

３５ 

１１７ 

９８ 

１世帯 
当たり単価 

２７２万円 

約１０百万円 

２７２万円 

約３４百万円 

 

総額 

約１.０億円 

約３.５億円 

約３.２億円 

約３３.３億円 

直接効果 

期間 

毎年 

１年間 

毎年 

２０年間 

 

１年当たり 

約１.０億円 

約３.５億円 

約３.２億円 

約１.７億円 

第2表　定住の直接効果事例（長野県飯田市・中川村） 

多可町のクラインガルテン（滞在型市民農園）フロイデン八千代 

 
 

年会費 

家計消費 

建設投資 

区画・ 
世帯数 

１１０ 

１１０ 

１１０ 

１世帯 
当たり単価 

２７６～３９６千円 

７２２千円 

１０～１３百万円 

 

総額 

約３５百万円 

約７９百万円 

約１２.４億円 

直接効果 

期間 

毎年 

毎年 

２０年間利用 

 

１年当たり 

約３５百万円 

約７９百万円 

約６２百万円 

第3表　二地域居住の直接効果算定（兵庫県多可町） 

飯
田
市
１
・
０
億
円
、
中
川
村
約
３
・
２
億

円
で
あ
る
（
第
2
表
）。
住
宅
取
得
費
は
、
飯

田
市
で
は
３５
世
帯
で
約
３
・
５
億
円
、
中
川

村
で
は
新
築
の
９８
世
帯
で
約
３３
・
３
億
円
と

な
る
。 

 
④
地
元
へ
の
波
及
効
果
 

地
元
に
融
和
す
る
意
識
が
高
い
定
住
者
は
、

地
元
自
治
会
に
も
参
加
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
の
維
持
や
地
域
の
活
性
化
に
寄
与
し
て

い
る
。 

 
⑤
課
題
 

定
住
者
を
呼
び
込
む
た
め
に
は
、
各
種
メ

デ
ィ
ア
や
イ
ベ
ン
ト
の
利
用
、
継
続
的
な
努

力
が
必
要
で
あ
る
。
宅
地
分
譲
は
住
宅
建
設

に
比
べ
て
投
資
額
は
少
な
く
て
済
ん
で
い
る

が
、
市
街
地
に
近
く
利
便
性
は
高
く
て
も
景

観
の
よ
く
な
い
土
地
は
ニ
ー
ズ
が
小
さ
か
っ

た
事
例
が
示
す
よ
う
に
、
地
域
に
応
じ
た
購

入
者
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
た
整
備
が
必
要
で

あ
る
。 

　
 

３）　 
　
二
地
域
居
住
 

 ①
取
組
の
概
要
 

旧
八
千
代
町
で
は
、
町
内
３
カ
所
に
１
１

０
区
画
の
滞
在
型
市
民
農
園
（
宿
泊
施
設
付

き
の
市
民
農
園
、
写
真
参
照
）
が
農
水
省
補
助

事
業
に
よ
り
建
設
さ
れ
、
地
元
住
民
組
織
に

よ
り
管
理
さ
れ
て
い
る
。
主
に
阪
神
地
区
か

ら
の
利
用
客
で
全
区
画
が
埋
ま
っ
て
お
り
、

約
２
５
０
名
の
待
機
者
が
い
る
状
態
で
あ
っ

た
。 居

住
者
は
、
ほ
ぼ
毎
週
末
滞
在
し
農
園
の

手
入
れ
を
実
施
す
る
。
手
入
れ
を
怠
る
こ
と

が
続
く
と
次
年
度
の
契
約
延
長
が
で
き
な
い

規
約
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
積
極
的
な
利
用

者
の
み
が
継
続
利
用
し
て
い
る
。
週
末
滞
在

だ
け
で
な
く
、
毎
日
通
う
者
、
月
の
３
分
の

２
を
滞
在
す
る
者
、
夏
休
み
の
間
に
孫
と
一

緒
に
滞
在
す
る
者
等
の
長
期
滞
在
者
が
い
る
。 

全
般
的
に
、
家
族
ぐ
る
み
で
の
滞
在
や
知

人
を
招
く
等
の
多
人
数
で
滞
在
す
る
居
住
者

が
多
い
。 

 
②
支
出
単
価
等
 

滞
在
型
市
民
農
園
建
設
時
に
は
、
自
治
体

が
整
備
費
（
施
設
に
よ
り
異
な
り
１
世
帯
当

た
り
１０
〜
１３
百
万
円
）
を
支
出
し
た
（
第
3

表
）
。
居
住
者
は
入
会
金
、
年
会
費
（
施
設

に
よ
り
異
な
り
２
７
６
〜
３
９
６
千
円
）
を

管
理
組
織
に
支
払
い
、
滞
在
期
間
中
に
家
計

費
を
支
出
す
る
。
な
お
居
住
者
は
入
会
金
を

支
払
う
が
、
入
会
金
は
建
設
２０
年
後
の
更
新

用
の
基
金
積
み
立
て
に
充
当
さ
れ
将
来
支
出

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
現
時
点

で
の
経
済
効
果
に
は
算
入
し
な
い
。
居
住
地

ま
で
の
移
動
費
（
主
に
ガ
ソ
リ
ン
代
）
は
地

元
へ
の
支
出
と
は
限
ら
な
い
の
で
除
外
す
る
。 

 
③
直
接
効
果
 

年
会
費
は
１
１
０
世
帯
で
年
間
３，
４
５

２
万
円
で
あ
る
（
前
掲
第
３
表
）。
二
地
域

居
住
者
の
年
間
家
計
消
費
額
は
、
定
住
者
の

平
均
年
間
消
費
支
出
と
同
額
（
た
だ
し
住
居

費
を
差
し
引
く
）
で
滞
在
期
間
に
比
例
す
る

と
仮
定
す
る
。
二
地
域
居
住
者
は
毎
週
末
２

日
間
、
年
間
約
１
０
０
日
間
滞
在
す
る
と
す

れ
ば
、
家
計
消
費
額
は
１
１
０
世
帯
で
年
間

７，
９
４
２
万
円
と
な
る
。
合
計
で
フ
ロ
ー

の
効
果
は
年
間
１
・
１
億
円
で
あ
る
。
さ
ら

に
３
カ
所
の
事
業
費
と
し
て
約
１２
・
４
億
円

が
投
資
さ
れ
た
。 

 
④
地
元
へ
の
波
及
効
果
 

居
住
者
と
地
元
集
落
に
よ
る
音
楽
会
や
収

穫
祭
な
ど
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
開
催
等
を
通
じ

た
交
流
が
継
続
的
に
行
わ
れ
て
お
り
、
地
域

活
性
化
に
貢
献
し
て
い
る
。
ま
た
、
町
内
に

農
家
主
婦
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
直
売
所
（
加
工

食
品
、
野
菜
等
）
が
都
市
部
か
ら
の
来
訪
客

の
自
家
用
、
土
産
用
と
し
て
成
功
し
て
お
り
、

そ
こ
の
売
り
上
げ
に
寄
与
し
た
り
、
地
元
の

自
動
車
整
備
場
が
農
園
滞
在
期
間
中
の
車
検

を
都
市
部
よ
り
安
価
に
請
負
う
こ
と
に
よ
り

繁
盛
し
て
い
る
等
、
今
回
算
定
し
た
以
上
の

経
済
効
果
を
も
た
ら
し
て
い
る
。 
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  総費用 交通費 宿泊費 体験費 その他 小遣い 泊数 

 小学校 ２４,６５７ ８,４８５ ９,８７４ ２,３５１ ３,９４７ ３,５８４ １.４ 

 中学校 ６５,１１４ ２６,１８８ ２０,７３３ ３,８４５ １０,９３４ １３,２４５ ２.４ 

 高校 １０２,６１７ ４５,８３５ ３０,３７５ ８,５５１ １３,４７１ ２４,９４１ ３.５ 

第4表　全国の修学旅行費用の内訳等（１人当たり） （単位：円、泊） 

資料：『教育旅行白書２００７』（（財）日本修学旅行協会）． 

 学年 宿泊体験費用 生徒数 実施率（％） 直接効果 

 小学６年生   ８,７３２円 １,１８２,２１４人 ９５.１ 約  ９８億円 

 中学３年生 １０,２４０円 １,１９９,８９０人 ９８.７ 約１２１億円 

 高校生１学年平均 １１,１２１円 １,１３５,４４８人 ９７.４ 約１２３億円 

第5表　体験型宿泊の直接効果 

資料：１泊体験費用は『教育旅行白書２００７』（（財）日本修学旅行協会）， 
　　　生徒数は文科省「学校基本調査」平成１９年度速報値． 

⑤
課
題
 

事
例
の
よ
う
な
滞
在
型
市
民
農
園
建
設
に

は
市
町
村
の
財
政
支
援
を
伴
う
が
、
本
事
例

で
は
地
元
へ
の
直
接
効
果
１１
年
分
だ
け
で
建

設
費
用
が
賄
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
背
景
に
は
、

施
設
の
建
設
に
当
た
っ
て
の
需
要
の
把
握
、

需
要
に
応
じ
た
施
設
の
段
階
的
整
備
、
拡
充

が
な
さ
れ
て
き
た
と
と
も
に
、
建
設
後
の
施

設
の
利
用
、
維
持
管
理
に
関
す
る
計
画
、
体

制
整
備
を
し
て
き
た
経
営
感
覚
が
あ
っ
た
こ

と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
施
設
の
新
設
を
伴
う
場

合
に
は
、
本
事
例
の
よ
う
な
経
営
感
覚
が
不

可
欠
と
言
え
る
。 

  4
全
国
の
農
山
漁
村
地
域
 

　
に
お
け
る
直
接
効
果
の
推
計
 

 事
例
調
査
を
踏
ま
え
て
、
主
に
統
計
数
値

に
も
と
づ
い
て
全
国
の
農
山
漁
村
地
域
へ
の

直
接
効
果
を
推
計
し
た
。 

（１）　  
　
滞
在
型
体
験
 

 ①
体
験
学
習
 

『
教
育
旅
行
白
書
２
０
０
７
』（（
財
）
日

本
修
学
旅
行
協
会
）
の
平
成
１７
年
度
の
デ
ー

タ
を
も
と
に
、
以
下
の
手
順
で
試
算
し
た
。 

修
学
旅
行
実
施
率
‥
白
書
が
除
外
し
て
い

る
「
隔
年
実
施
」、「
他
の
宿
泊
体
験
と
し
て

実
施
」
等
も
修
学
旅
行
実
施
に
含
め
て
算
定

し
小
学
校
９５
・
１
％
、
中
学
校
９８
・
７
％
、

高
校
９７
・
４
％
と
す
る
。 

体
験
学
習
実
施
率
‥
小
学
校
６０
・
５
％
、

中
学
校
６３
・
３
、
高
校
６１
・
２
％
。 

農
山
漁
村
体
験
学
習
実
施
率
‥
体
験
学
習

実
施
内
容
を
農
山
漁
村
地
域
で
の
実
施
と
考

え
ら
れ
る
も
の
と
、
そ
れ
以
外
の
も
の
と
に

次
の
と
お
り
分
類
し
、
農
山
漁
村
地
域
で
の

体
験
学
習
実
施
割
合
を
算
出
。
農
山
漁
村
地

域
で
実
施
と
考
え
ら
れ
る
も
の
は
以
下
の
と

お
り
　（４）

。
伝
統
工
芸
・
ガ
ラ
ス
細
工
、
焼
き

物
・
陶
磁
器
の
絵
付
け
、
料
理
体
験
（
そ
ば

打
ち
、
ジ
ャ
ム
作
り
等
）、
ス
ポ
ー
ツ
体
験
、

染
色
・
織
物
等
、
自
然
体
験
（
洞
窟
探
検
・

環
境
等
）、
農
山
漁
村
体
験
（
牧
場
酪
農
体

験
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
収
穫
等
） 

体
験
費
‥
第
4
表
の
と
お
り
。
 

生
徒
数
‥
文
科
省
「
学
校
基
本
調
査
」
の

生
徒
数
。
 

全
国
で
の
体
験
学
習
費
は
、
体
験
費
用
に

生
徒
数
、
修
学
旅
行
実
施
率
、
体
験
学
習
実

施
率
及
び
農
山
漁
村
地
域
で
の
体
験
学
習
実

施
割
合
を
乗
じ
る
と
、 

小
学
生
‥
２，
３
５
１（
円
／
人
）×
１，
１
８
２，

２
１
４（
人
）×
９５
・
１（
%
）×
６０
・
５（
%
）×
８５
・

７（
%
）＝
１，
３
７
０，
４
５
７，
０
８
６（
円
） 

中
学
生
‥
３，
８
４
５（
円
／
人
）×
１，
１
９
９，

８
９
０（
人
）×
９８
・
７（
%
）×
６３
・
３（
%
）×
８０
・

９（
%
）＝
２，
３
６
０，
７
０
９，
４
７
１（
円
） 

高
校
生
‥
８，
５
５
１（
円
／
人
）×
１，
１
３
５，

４
４
８（
人
）×
９７
・
４（
%
）×
６１
・
２（
%
）×
８７
・

０（
%
）＝
５，
０
３
５，
１
６
５，
９
３
９（
円
） 

と
な
り
、
小
学
校
で
１４
億
円
、
小
中
高
全

体
で
約
８７
億
円
と
な
る
。 

宿
泊
費
に
つ
い
て
は
宿
泊
地
の
県
別
デ
ー

タ
し
か
な
い
た
め
、
三
大
都
市
圏
（
東
京
圏

（
埼
玉
県
、
千
葉
県
、
東
京
都
、
神
奈
川
県
）、

名
古
屋
圏
（
岐
阜
県
、
愛
知
県
、
三
重
県
）、

大
阪
圏
（
京
都
府
、
大
阪
府
、
兵
庫
県
、
奈

良
県
））
以
外
の
地
域
を
農
山
漁
村
地
域
と

し
て
、
そ
れ
ら
の
宿
泊
費
は
約
３
４
８
億
円

と
な
る
。
体
験
学
習
費
と
合
わ
せ
て
４
３
５

億
円
が
農
山
漁
村
地
域
へ
の
直
接
効
果
と
推

計
さ
れ
る
。 

 
②
宿
泊
体
験
 

飯
田
市
の
場
合
の
よ
う
に
、
小
中
高
の
修

学
旅
行
に
お
い
て
、
修
学
旅
行
者
全
員
が
、

体
験
学
習
に
加
え
て
各
１
泊
の
宿
泊
を
農
山

漁
村
地
域
で
実
施
し
、
現
行
の
費
用
の
う
ち

１
泊
分
の
宿
泊
費
及
び
体
験
費
が
宿
泊
地
へ

支
払
わ
れ
る
と
仮
定
す
る
。
第
４
表
の
宿
泊

費
と
体
験
費
の
合
計
を
平
均
泊
数
で
除
し
た

１
人
当
た
り
費
用
は
、
第
5
表
の
と
お
り
で

あ
る
。
飯
田
市
の
事
例
で
は
、
受
入
農
家
及

び
公
社
に
生
徒
１
人
当
た
り
１
万
円
前
後
が

支
払
わ
れ
て
お
り
、
同
表
の
費
用
は
そ
れ
と

ほ
ぼ
同
等
の
単
価
で
あ
り
妥
当
と
考
え
る
。 

体
験
学
習
の
試
算
と
同
様
に
、
生
徒
数
と

修
学
旅
行
実
施
率
を
乗
じ
て
、
滞
在
型
体
験

の
地
元
へ
の
効
果
は
小
学
校
で
９８
億
円
、
小

中
高
全
体
で
約
３
４
２
億
円
と
推
定
さ
れ
る
。 

な
お
、
い
ず
れ
の
試
算
に
お
い
て
も
、
昼

食
代
、
土
産
代
、
地
元
交
通
機
関
へ
の
交
通

費
も
農
山
漁
村
地
域
へ
の
支
出
と
考
え
る
こ

と
も
で
き
る
が
、
各
学
校
の
旅
行
、
体
験
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
よ
っ
て
異
な
る
た
め
、
こ
の
推

計
に
は
加
え
て
い
な
い
。 

（２）　  
　
定
住
 

 事
例
調
査
結
果
か
ら
、
I
タ
ー
ン
定
住
者

の
家
計
費
は
既
存
居
住
者
と
大
差
な
い
と
推

測
さ
れ
る
の
で
、
定
住
者
の
家
計
費
の
推
計

は
家
計
調
査
（
総
務
省
統
計
局
）
の
都
市
階

級
別
に
お
け
る
「
町
村
」
の
消
費
支
出
と
仮

定
す
る
（
都
市
階
級
別
で
は
最
小
額
）。 

世
帯
人
員
１
人
当
た
り
の
年
間
消
費
支
出

額
は
、 

２
６
５，
０
８
７（
円
／
月
･
世
帯
）÷
３
・
０
２

（
人
／
世
帯
）×
１２（
月
）＝
１，
０
５
３，
３
２
５
円

／
年
。
 

政
策
目
標
値
と
し
て
全
国
で
農
山
漁
村
へ

の
定
住
者
１
５
０
万
人
増
（
平
成
２８
年
度
）
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が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
目
標

値
が
達
成
さ
れ
る
と
し
て
、
定
住
の
全
国
に

お
け
る
直
接
効
果
は
、
平
成
２８
年
度
に
は
、 

１，
０
５
３
千
円
×
１
５
０
万
人
＝
１
兆
５，
８
０

０
億
円
／
年
 

の
消
費
支
出
が
見
込
ま
れ
る
。 

こ
の
ほ
か
、
建
設
投
資
は
、
住
居
形
態
を

推
定
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
見
込
む
こ
と

が
可
能
で
あ
る
。 

（３）　  
　
二
地
域
居
住
 

 国
土
交
通
省
・
農
水
省
等
に
よ
る
「
二
地

域
居
住
人
口
研
究
会
」
で
は
、
二
地
域
居
住

の
滞
在
期
間
を
１
〜
３
カ
月
と
定
義
し
て
い

る
が
、
本
推
計
で
は
滞
在
期
間
を
１
カ
月
と

仮
定
す
る
。 

二
地
域
居
住
者
の
家
計
消
費
は
、
定
住
と

同
様
に
家
計
調
査
の
都
市
階
級
別
の
「
町
村
」

と
し
、
そ
れ
が
地
元
で
支
出
さ
れ
る
と
想
定

す
る
。 

世
帯
人
員
１
人
当
た
り
の
１
カ
月
の
消
費

支
出
は
、 

２
６
５，
０
８
７（
円
／
月
･
世
帯
）÷
３
・
０
２

（
人
／
世
帯
）＝
８
７，
７
７
７
円
／
月
 

で
あ
る
。 

政
策
目
標
値
と
し
て
全
国
で
二
地
域
居
住

者
３
０
０
万
人
増
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
（
平

成
２８
年
度
）。
こ
の
目
標
値
が
達
成
さ
れ
る

と
し
て
、
二
地
域
居
住
の
全
国
に
お
け
る
直

接
効
果
は
、
平
成
２８
年
度
に
は
、 

８８
千
円
×
３
０
０
万
人
＝
２，
６
０
０
億
円
／

年
 

の
消
費
支
出
が
見
込
ま
れ
る
。 

さ
ら
に
建
設
投
資
及
び
滞
在
型
市
民
農
園

に
必
要
な
消
費
支
出
を
明
ら
か
に
す
れ
ば
、

こ
れ
ら
を
効
果
に
見
込
む
こ
と
が
可
能
で
あ

る
。   5

　
ま
と
め
 

 以
上
、
三
つ
の
形
態
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
、

全
国
規
模
で
の
経
済
効
果
を
概
算
し
た
が
、

効
果
を
更
に
詳
細
に
求
め
る
た
め
の
留
意
点

等
を
以
下
に
述
べ
て
、
本
稿
の
ま
と
め
と
す

る
。 

①
　
滞
在
型
体
験
に
つ
い
て
は
、
学
校
の
年

間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
よ
り
実
施
期
間
が
制

約
さ
れ
る
た
め
、
今
の
と
こ
ろ
直
接
効
果

は
小
さ
い
が
、
実
施
期
間
を
拡
大
す
る
こ

と
で
よ
り
大
き
な
効
果
が
期
待
で
き
る
。

現
金
副
収
入
と
な
る
こ
と
か
ら
農
家
の
評

価
は
高
く
、
受
入
を
増
や
し
た
い
と
の
要

望
が
あ
り
、
ま
た
経
済
効
果
よ
り
も
地
域

の
活
性
化
を
評
価
す
る
声
が
高
い
。
全
国

推
計
を
行
う
に
は
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
期

間
、
地
域
等
内
容
を
特
定
す
る
必
要
が
あ

る
。
な
お
、
前
号
で
も
ご
紹
介
し
た
と
お

り
、
当
研
究
所
に
お
い
て
は
、「
子
ど
も

農
山
漁
村
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
効
果

分
析
に
関
す
る
研
究
を
行
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。 

②
　
定
住
に
つ
い
て
の
全
国
推
計
で
は
、
フ

ロ
ー
の
家
計
費
の
み
を
扱
っ
た
。
住
居
購

入
に
よ
る
経
済
効
果
は
大
き
い
が
、
全
国

規
模
で
算
定
を
行
う
に
は
、
住
居
形
態
（
新

築
、
中
古
の
購
入
、
賃
貸
）
及
び
そ
れ
ぞ

れ
の
費
用
を
特
定
（
仮
定
）
す
る
必
要
が

あ
る
。 

③
　
二
地
域
居
住
に
つ
い
て
の
全
国
推
計
も
、

滞
在
中
の
生
活
費
に
つ
い
て
の
み
示
し
て

い
る
。
事
例
の
滞
在
型
市
民
農
園
に
よ
る

二
地
域
居
住
者
受
入
は
、
限
定
的
で
あ
り

（
農
水
省
都
市
農
村
交
流
課
は
全
国
で
６６

カ
所
の
滞
在
型
農
園
（
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ

ン
）
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
紹
介
）、
購

入
家
屋
（
新
築
、
中
古
）
や
民
間
賃
貸
等

の
利
用
が
中
心
と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

全
国
規
模
で
こ
れ
ら
の
効
果
を
算
定
す
る

に
は
、
二
地
域
居
住
の
滞
在
形
態
及
び
そ

れ
に
必
要
な
費
用
を
特
定
（
仮
定
）
す
る

必
要
が
あ
る
。 

④
　
経
済
波
及
効
果
の
測
定
は
産
業
連
関
分

析
等
に
よ
り
可
能
で
あ
る
が
、
本
課
題
の

よ
う
な
取
組
は
、
滞
在
者
・
居
住
者
等
の

消
費
地
が
主
に
都
市
部
か
ら
農
村
部
へ
の

移
動
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
全
国
で
の
効
果

は
お
お
む
ね
相
殺
さ
れ
、
測
定
の
意
味
は

な
い
。
ま
た
、
効
果
の
及
ぶ
範
囲
は
市
町

村
程
度
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
に
よ
り
地
域
に
支
払
わ
れ
た
金
額
の

支
出
先
を
押
さ
え
る
よ
う
な
方
法
が
適
当

と
考
え
ら
れ
る
。 

 

注
（1）
『
都
市
住
民
が
求
め
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
創

造
に
関
す
る
調
査
』（（
株
）三
菱
総
合
研
究
所
、

平
成
１５
年
）
で
は
、
農
村
宿
泊
、
定
住
、
二
地

域
居
住
等
の
経
済
効
果
を
算
出
し
て
い
る
が
、

そ
れ
に
は
本
研
究
で
示
し
た
消
費
支
出
の
一
部

の
み
が
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
、
定
住
で
は
建
設
投
資

の
み
が
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
て
い
る
。
本
研
究
で
は
、

特
に
フ
ロ
ー
の
消
費
支
出
を
重
視
し
、
定
住
と

二
地
域
居
住
に
つ
い
て
は
滞
在
時
の
家
計
費
用

の
推
計
を
行
っ
た
。 

　
（2）
オ
ー
ラ
イ
！
ニ
ッ
ポ
ン
大
賞
と
は
、
全
国
の
都

市
と
農
山
漁
村
の
共
生
・
対
流
に
優
れ
た
取
組

を
表
彰
す
る
も
の
で
、
オ
ー
ラ
イ
！
ニ
ッ
ポ
ン

会
議
、（
財
）都
市
農
山
漁
村
交
流
活
性
化
機
構
、

農
林
水
産
省
の
主
催
に
よ
り
、
平
成
１５
年
度
よ

り
表
彰
さ
れ
て
お
り
、
グ
ラ
ン
プ
リ
は
そ
の
年

度
の
最
優
秀
者
に
贈
ら
れ
る
。 

　
（3）
鈴
村
源
太
郎
「
地
域
農
業
の
活
性
化
に
貢
献
す

る
子
ど
も
の
農
業
体
験
教
育
旅
行
」（
農
林
水

産
政
策
研
究
所
レ
ヴ
ュ
ー
、
No. 
３１
、
平
成
２１
年

３
月
）
は
、
滞
在
型
体
験
の
体
験
教
育
旅
行
に

関
し
て
、
本
研
究
と
同
じ
長
野
県
飯
田
市
を
事

例
に
経
済
効
果
を
試
算
し
て
い
る
。
そ
の
試
算

で
は
、
調
査
時
点
で
の
利
用
者
数
を
用
い
て
試

算
を
行
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
本
研
究
で
は

現
状
で
受
け
入
れ
可
能
な
利
用
者
数
を
用
い
て

試
算
を
行
っ
て
い
る
、
と
い
う
相
違
が
あ
る
た

め
、
異
な
っ
た
結
果
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、

飯
田
市
で
は
昼
食
代
、
交
通
費
、
旅
館
へ
の
宿

泊
費
に
つ
い
て
、
波
及
効
果
等
を
含
め
全
体
効

果
７
億
円
と
独
自
に
試
算
し
て
い
る
。 

　
（4）
農
山
漁
村
以
外
で
の
体
験
と
し
た
も
の
は
、
次

の
と
お
り
。
職
場
体
験
（
商
人
体
験
、
会
社
訪

問
等
）、
座
禅
等
、
芸
術
体
験
（
演
劇
・
舞
踊
・

音
楽
・
絵
画
等
）、
防
災
・
福
祉
体
験
、
異
文

化
・
文
化
体
験
。 
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